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V　東京湾沿岸一とくに富津地区を申心とする埋立地におけ

　　る境環保全林の創造に対する生態学的植物社会学的考察

1．　環境保全林・環境保全緑地の創造の必要性

　かつて日本の国土の99％は森林で被われていた。現在でも国土の70％以上は林野であるともい

われている。しかし，日本人の70％以上が定住している都布，新産業立地や，その周辺には，か

って新しい町づくり，集落づくりに必ず形成され，まもり，残された郷土種による多層群落を形

成して，安定して存続してきた郷土の森は消費されつくされようとしている。

　日本人の約30％近くが定住している着旧圏，その中でも，人口がもっとも過密地区と接して，

水際線が次々と埋立てられて新産業立地が建設され，産業コンビナート化が進んでいる新しい埋

立地は，反面では，いわゆる植物砂漠化が進行している。東京都の夢の島付近では，広い面積の

海浜公園，海岸緑地がつくられているといわれている。また京葉工場コンビナート沿いにも工場

緑化が各地で行なわれているといわれてきた。

　しかし，現実に我々の現地踏査からみると，東三都の海浜公園，緑地はもとより，京葉工業地

帯においても，美化運動の延長としての，いわゆる芝や年の半分は枯木と岡じになる落葉樹を主

とする外来樹種や針葉樹による画一的な緑化しか行なわれていない。

　少くとも工場，発電所などのエネルギー基地，高速道路，港湾などの産業施設や交通機関が，

住宅域と接する境界線ぞい，各工場，発電所のまわりには生態学的な原理にそった，潜在自然植

生の主木や潜在自然植生が許容する常緑広葉樹による境界環境保全林を形成すべきである。

　とくに海岸埋立地は，まったくの裸地である、，したがって，そのままでは，まず一年生植物群

落が生育する。次いで多年生草本植物群落が発達する。時間と共にさらに低木林，落葉広葉樹林

を経て，その土地の気候条件に対応した極相林を形成するまでには！00年近い時問を必要とする

だろう、，東京湾岸の埋立地では，終局群落としての海岸の汀線沿いに常緑広葉樹低木林のマサキ

ートベラ群集がマント群落としてふちどりする。これらのマント群落によって直接の波のしぶき

や潮風にまもられた状態で，低地ではイノデータブノキ群集や丘陵，台地にヤブコウジースダジ

イ群集が発達する。しかし，これらの，その土地本来の常緑広葉樹林の多層群落を確実に直接に

発達させるためには全般的に，新しい埋立地では土壌条件のきびしい立地が少なくない。

　したがって，表土（Mutterboden）の客土を行なう。表土の入手の困難な場合には，有機質を

混入して表土または表土に近い土壌を培養して，積極的に環境保全林を形成することが可能であ

る。東京湾沿いの埋立地のようにエネルギー基地，各種工場，港湾，高速道路などの過密なまで

に建設されたり，計画されているところでは，計画の初めから，植生を生きた構築材料とした生

物学的な環境創造が強く望まれる。
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　　　　　　　　　　　Fig．50　屋敷林と生垣の組み合わせ。

Eine　Kolnb三nation　von　Hofwald　und　Hecken，　die　als　Wald－Bestan⊂l　ln

der・ffenen　Kuiturlandschaft　gut　erhalten　werden　kann（20m首．　NN）．

　　　　　　　　　Fig．5／生垣に利用されているスダジイ。
Als　Hecke　benutzte　Cα5’α〃砂∫～∫α彫〉’4ζ勲var．5～‘め。～必1（30m　U．　NN）．
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Fig．52　騰敷林として残されているイノデータブノキ群集。防風林の効果をあげている。
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Fig．53屋敷林として残されているタブノキ林も幅5mで森林形態を保っている。
　　　　Als　Hofwald　erhaltener　Iヤノw8α〃～”〃ゐ819～～一Bestand　llur　5　m　breit，　der

　　　aber　als　kleie　Wald｛・rm　gebildet　ist（30m　t玉．　NN），
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　Fig．54切りとりのり面に自然に復元したシバヤナギ群落。

Als　Pionierevegetatlon　auf　dem　Hang　vorkommende　50ぬ7ノ‘ψo〃～ατ，

GeseUschaft（150n鶏糞・NN）．

　我々が，限られた地球上で，そして1億1千万人以上の日本人が，さらにせまい日本の国土で

間違いなく，将来にわたって健全に発展してゆくためには，生態学的な原理にそった生活が前提

となる。すなわち，生物暴露の一員として，さらに生態学の消費者の立場におかれている人間の

鴇然界における位蹟を再確認せざるを得ない。

　とくに千葉県富津地区の雄｛1立地に代表されるような東京湾に爾し，嗣辺部の自然開発，新産業
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立地，新都市化が急速に進んでいるところでは，一部の産業立地地域の環境保全林形成実施地域

を除き，従来の，せつな的効率主義，一面的な経済至上主義による非生物的な思考法による産業

立地の建設は，むしろ将来にわたって健全な人間生存に対してマイナスの影響をすら与えかねな

い。

　一方において，人間生活を豊かにするための新しい都市づくり，大規模な発電所，産業立地が

Fig．55　元清澄山周辺に残されているツガ林も伐採が広がっている。

T∫～’9α5～ど∂o～‘Z1’一Wald　ln　der　Umgebung　des　Bergs　Motoklyosumiyama，

d¢rauch　vom　Randbestan（l　geschla暮en　wird（350m荘・NN）．
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　　Fig．56　大福山周辺に立てられた「自然保護とは自然が人間を

　　　　　　守っていることを認識することです」の看板とブルド

　　　　　　ーザーの砂壊あと。

Schild　f蟄r　Naturschutz　von　der　Umweitabtteilung　der　Pr儀fektur　Chiba．　Der

platz　neben　dem　Schildes　wurde　durch　Bulldozer　zerstδrt（400m　U・NN）．

建設されるとしたら，その前提として積極的な人間の生存環境の創造が義務づけられる。地域住

民，産業立地で働く人たちの健康的な生活環境を保証するためには，生態学的，植生学的な現地

調査の結果を基礎に応用植物社会学的な環境保全林の形成が地域住民と新しい発電所，工場など

が共存するための基礎となる、，

　移動能力のない，その土地本来の多年生の森林群落は，現在の物理学的な手法だけでは計画不

可能な，その土地の環境の変化，動態を生物学的に総和として示す，もっとも適確な生きた警報

装置である。また，窟津，，ll崎地区など東京湾沿いの，その土地本来の自然植生は，冬も緑の常

緑広葉樹林のイノデータブノキ群集やヤブコウジースダジイ群集である。したがって，’発生源対

策を徹底的に行い，それでも残った騒音，浮遊粉塵などに対して，あるていどの防音，吸音機能，

集じん機能を果す。また大気や水質の浄化機能も果す。

　日本人の新しい集落，町づくりには，必ずその土地固有の樹木による郷土の森を社寺林，屋敷

林として形成してきた伝統的な生き方と，新しい生態学，応用植物社会学の成果を統合した環境

保全林の形成は，これからの産業立地，エネルギー基地，ニュータウン建設などに際して，もっ

とも重要な環境保全の基本措置といえる。
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2．　保護・保全が望まれる貴重な植生

　隣接地も多少含め富津30km圏に分布する貴重な植生が以下に示された。森林は樹高18m以

上の高木林が示されている。これらの植生はふるさとの自然を復元し創造してゆくためのモデ

ルとして保護，保全が望まれる。

　　　　　　　　　　　Tab．69　保護・保全が望まれる貴重な植生一覧表

　　　　　　　　　　　　Sch雛tzwUrdige　Vegetation　und　ihre　F囎dor£e

1　点としての保護Kleinflachige　schutzwUrdlge　Gebiete

a

房

総

半

島

互

浦
半
島

場
Or£
所 植　　　　生

Vegetation
　　　　　　　所　　場
li　o・t

植　　　　生
Vegetation

長柄町権現森

袖ケ浦町坂戸神社

　　　〃

　〃　　岩井

　〃　　神納西

　〃　　上和泉

　〃　　三作

　〃　　飯富

長南町笠森観音

　　　〃

長柄町長柄山

富津市鹿原

　〃　宝竜寺

市原市寺田

　〃　姉崎黒鳥

　〃　姉崎神社

　〃　西国吉

　〃　諏訪神社

　〃　南総

イノデータブノキ群集

イノデータブノキ群集

ヤブコウジースダジイ群集

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　〃

ヤブコウジースダジイ群集

ホソバカナワラビースダジ
ィ群集

ヤブコウジースダジイ群集

イノデータブノキ群集

ヤブコウジースダジイ群集

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　〃

シキミーモミ群集

　〃　上畑

　〃　三石由

木更津市桜弁

　〃　　高倉

鱈津市法柞道祖神

　〃　浜宿

　〃　姥田

　〃　浜浅間神社

　〃　三三嶋神社

　〃　坂畑

　〃　元清澄由

　〃　大戸見名殿

鴨川町清澄山

　　　社

　〃　金谷

小櫃川河i＝1

富津岬

赴

銀南町福まん寺

窟津市小鼠駒諏訪神

鴛津講了大骨由白鳥神

シキミーモミ群集

　　　〃
ヤブコウジースダジイ群集1

　　　”　　　　　　　　　　　　　　　1

　　　”　　　　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ

　　　　　　　　　　　　i
　　　〃　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ

　　　．　　　　　i

　　　〃

シキミーモミ群集

　　　〃

　　　〃

ホソバカナワラビースダジ
ィ群集

ヤブコウジースダジイ群集

塩沼植生

砂丘植生

イノデータブノキ群集（一
部イヌシデ多）

ホソバカナワラビースダジ
ィ群集

逗子市神武寺

　　〃

鎌倉市十二所

ヤブ・ウジースダジイ群口鎌創鋤襯
　　　　　　　　　　　　ほイノ eタブノ徽灘糠・，

イノデータブノキ群集

i塩沼植生

旨・デー・ブ・群集

H　地域としての保護GroBflachige　schutz畷rdige　Gebiete

i揚α・所

　　高宕由自然公園
a
　　九十九谷
鍔　鬼鋸山

芦品崎
町

回　　　　生
Vegetation

i雑木林・：二次林地域

　　　　〃

広大なスギ植林

ツガ，モミなど針葉樹主体
のやせ由稜地

ゴ嚇伽∴L㌦脚・6藍

蹴ll難1
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3．　埋立地における環境保全林形成のための具体的諸提案

　1）　埋立地の植栽の現況

　東京湾埋立地の臨海工業地帯の緑化は，県や市，町などの地方公共団体レベルから各企業レベ

ルまで様々な規模で行なわれている。神奈川県では緑地帯の名藏で公園や工場内の植栽にとどま

っているが千葉県臨海工業地帯ではひかくてき早期に海岸の工業地帯と，その背後の人間居住地

との問に緑のベルトの造成を行なっている。市原市では緑の保全および推進に関する条例に沿っ

て，工場地帯の10～20％の空間を緑化することが個々の企業の立場で行なわれている。1971年よ

り環境保全林形成を行なっている新日鉄君津製鉄所や，1973年からふるさとの森づくりをはじめ

た菓京電力姉ケ崎，袖ケ浦火力発電所では，マテバシイ，スダジイ，タブノキ，ヤマモモ，ヤブ

ツバキ，モチノキ，トベラ，ヤブニッケイなどの郷土の森の構成種をマウンド上に植栽し成功し

ている。一般的には臨海工業地帯で緑化に用いられている植栽植物には千葉梨市原市にある一企

業の工場敷地内での例ではカイズカイブキ，マテバシイ，キョウチクトウ，クロマツ，サンゴジ

ュ，ツバキ，タイサンボクなどの願に多い。とくにはじめの3種は，千葉県内に限らずわが国の

新しい工業立地や造成地には常覆的に用いられてきた。また，同じ千葉県内の公園では上記の種

類の他にトウネズミモチ，ヒマラヤスギ，ニセアカシア，イチョウが加えられ，オオムラサキ，

マサキ，トベラ，ツツジ類，ヂソチョウゲなどの植込みと，コウライシバ（ハリシバ）の芝生で

構成されている。並木にはマテバシイが多く，例外的にヤマモモが用いられている。これらの植

栽パターンはいずれの場所においても大同小異であるが，植栽植物の種類には，あいかわらず外

来植物や園芸種が多い。在来の自生植物にはスダジイ，ヤブツバキ，ウバメガシ，ネズミモチ，

マサキ，トベラなどが見られるが，植物群の主体をなす程には用いられていない。潜在自然植生

の主要構成種であるタブノキ，ヤブニッケイ，シロダモなどの常緑広葉樹は前記例以外存こほとん

ど用いられていない．さらに常緑草本層の育成にまで気をくぼっているところは皆無に近い。

　2）　表層土の復元

　多層群落として本格的環境保全林形成のためには，有機質に富んだ表（層）土を，厚さ30cm

内外を最低限として還元することが必要である。とくに埋立地などの土壌未発達立地では土壌動

物群集や微生物群集の充満している表土の復元は，潜在自然植生を発達させる前提条件である。

　埋立地における土壌の状態は現在その上に生育している植物群落との関連も示されている。埋

立地に生育している植物群落は，外形はよく似ても土壌中の塩分含量や，栄養塩類，土性，乾湿

などに対応して異なる種組成をもった植物群落が生育している。また時間の経過に伴う土壌の安

定化に対応して植物群落は一年生草本植物群落，越年生草本植物群落，多年生草本植物群落，低

木群落，高木群落として発達してゆく。河口付近の塩沼植生や，ゴルフ場の植生など自然または

人為的な影響によって，変化せずに持続する槙生もある。東京湾沿岸地における埋立地雑草群落
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　　　　　　Fig。57　林縁群落の植生配分模式

Schema　der　gesetzmaB玉ge且Ordnung　von　Waldrand．Gesellschaften

　　　　　　　A；森林植生Walder
　　　　　　　B：マント群落　Mante1－Gesellscha量t

　　　　　　　C：ソデ群落SaUI1｝一Gesellschaft

　　　　　　　D：開放暴観域　Oflene　Lan（lschaft

については，宮脇・奥田・鈴木（1975）によって詳細に示されている。また川崎市東扇島の櫨生

については宮脇・藤間他（1980）「川崎市およびその周辺の植生」に示されている。

　東京湾の埋立地では表層土未発達地域が大部分で，表層土の客土の必要な場所である。ウラジ

ロアカザ群落をはじめとする塩生植物群落域ではマウンド形成を行ない，その上に表層土を還元

することが必要とされる、ウラジロアカザ群落やウシナツメクサ群落（宮脇・奥田・鈴木（1975）

の中ウスベニツメクサはウシオツメクサの間違い）域の土壌中にぱ多量の塩分が残存している。

さらに土性がせき悪なため中性立地を必要とする環境保全緑地の形成にはこのままでは困難であ

る。
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　ウラジロアカザ群落域についで土壌条件が悪いとヒメガマーガマ群落，ヒエガエリーホウキギ

ク群落などが生育する。これらの群集，群落の立地は，土壌中に塩分はおずかに含まれてはいる

が土性がきわめて悪く，とくに排水不良であることからマウンド形成および表層土を客土し，排

水を行なうなど土壌改良の必要がある。

　ギョウギシバ群落，コマツヨイグサーネズミムギ群落，チガヤ群落域は，低木群落や，～部高

木群落の形成が期待できる。短期間のみ管理する環境保全林形成のためには有機質の多い土壌の

客土が必要とされる。

　誼モギ群落，セイタカアワダチソウ群落などの密栄養地生の群落域は，有機質の腐植化が十分

行なわれてはじめて環境保全林立地として適用できる。

　3）保　　　水

　播種，植栽の際にもっとも問題になることは，土壌の表面の蒸散などによる水分の不足である。

苗木自体がまだ植物群落の微気候をつくることができず，水収支のバランスを上手に保つことが

できない。したがって，植栽地金体の地表に，落葉，切りわら，あるいは刈りとった雑草やスス

キなどでおおってやることにより土壌中の水分の蒸散作用を防ぐことができる。スプリンクラー

などの装置はあえて設置しなくても表層土および土壌からの蒸散作用を制限させるだけで水分牧

支のバランスを保つことはできる。また，土壌の表面をおおう材料も，自然に還元しやすいもの

を使うことにより蒸散作用を防止する。時に土壌の理学的性質の改善，富養化にも寄与する。苗

木育生の際には最低2年，ドングリや種子の内飾の際には3～5年の管理が必要とされる。ポッ

ト苗などの利用では98％の活着率が示されている。

　4）　立地による植栽方法，植栽種の選定

　　a．苗木選定，植栽

　環境保全林形成のため新規に植栽する場合には，高木，亜高木に生長する樹木はポット笛を主

体とする。低木，草本類は特に櫨栽しなくてもよい。樹關がうっ閉することにより自然に低木，

草本層は形成される、，ポット苗は樹高0．5～1．Om内外のものが適し，高木層構成種を中央部に植

付け，周縁部にはマント，ソデ群落構成種を植栽する、，海からの潮風や風衝があたらないところ

のマント群落セこは森林保護と同時に美的効果を高めるためにツツジ類やサツキなどの花木を植栽

してもよい（Tab．71）。風衝のみが強いところではサツキ等の背後に低木類を密植し，防風生垣

を兼ねたマント群落を形成することも必要である。環境保全林は将来逆U字形もしくは凸下形に

なるように，中央部に高木層構成種を密穂し，周縁部にはマント群落として低木類を帯状に密植

する。

　環境保全林を形成するためには従来の高木にかえてポット苗の植栽がより効果的である。ポッ

ト苗については以下の利点があり，従来の苗木と異なって活着率が高い。玄た植付けと一時に生
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育し，蒔間と共に確実に保全林の形成が期待できる。

　従来の苗木の問題点

　1．毛根の脱落，植木生産業者の苗圃より植栽予定地に運ぶ際に，主根を切り，堀りとり，わ

　　ら又は縄で根のまわりの土がおちないように，またしぼしぼ土をつけて根巻きをし，さらに

　　上部の本体も蒸散作用を訪ぐため枝や幹を切りおとす、，したがって樹勢がきわめて弱い。

2．

3．

4．

5．

6，

7．

樹種により活着率がきわめて低い。

毛根を復元するには2～3年生長が停止する、，その間生長が遅れる。

上部の葉や小枝を落すため，樹冠が空回を埋めるのに時關を要する。

支柱などの捕助作業が長い年月必要。経費もかさむ。

活着までの維持管理期悶が長い。

植栽時期が限られる。

ポット苗の利点

1．ポット苗は生長の過程においてポット中に根を蓄える。したがって植栽時に根を切ったり，

　痛めることがない。

2．根が痛まないため，移植と同時に生育をはじめ，年間の伸長率が高い。

3．　除草などの管理は移植後殻大3年濯で十分である。

4．支柱など補助作業の必要がほとんどない。

5，移植時期はほとんど選ばない、，

6．枝葉を勢回しないため樹冠の広がりが早く，確実に密生した緑のフィルターを形成する。

　したがってポット苗を利用することが極めて有利であ歓，さらに以上のような条件を満たす

良いポット薗は，根回がポット内に充満していること，そして主根が切断されていないこと，地

上部においては，主幹がまっすぐに伸びていて勇定されていない，若くても幹が充実しているな

どの条件が満たされていることが前提となる．

　　b．環境保全林形成のための植栽

　植栽樹種の選定は潜在自然植生図および立地図を巾心に，植栽婿能樹種一覧表セこより，生物祉

会とその環境との秩序にそった楠栽が望ましい，、

　環境保全林を形成する際には，埋立地などの場合では海岸に惜した風衝の強い立地では東北地

方から発達しているマサキートベラ群集の構成種であるマサキ，トベラ，マルバノシャリンバイ

やウバメガシ，ハマヒサカキなどの伊豆半島以餌に自生するが植栽にも強く，潮風や強い風衝に

耐えられる種類を選び密植する、，海から運ばれる風のため空1’P湿度が内陸地より姥較的高くなる。

海岸埋立地が最終的に植物群落の遷移を経て，富養土が堆積するなどの条件が溝足された際には

イノデータブノキ群集が極相林として生育可能である。したがって，現在，環境保全林を形成す

る際には，少しでも人為的に遷移を早めるように手を加えることにより極相林一もっとも多様
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な機能をもったその土地にあった，環境が変化しない限の持続する終局群落一を環境保全林と

して形成することが可能である。同時に好ましい。

　表層土や水条件を完備した際には，将来高木となるイノデータブノキ群集の構成種のタブノキ，

ヤブニッケイ，モチノキの薪木を植栽することが望ましい。さらに幼木の際には種間の競争をさ

せる意味で，クスノキ，スダジイ，アカガシ（全く風があたらない立地），ク1・ガネモチ，ヤマ

モモなどをカロえることも可能である、、液果（しょう果）で生長の早いタブノキを主体にすること

は生長の早道である。

　表層土の客土条件がととのわない場合は，ヤブコウジースダジイ群集の構成種である，ヤマモ

モ，スダジイ，マテバシイなどの乾果をもつ高木になる種を選ぶことが望ましい。

　また湿性地ではハンノキ，クヌギ，ムクノキ，エノキ，ケヤキなどの落葉樹の植栽が無理がな

い。排水路や側溝周辺にはヤナギ類が適している、，植栽の際には主木となる高木を中心部に多く

密植，槙栽し，」目偏木や低木は凋辺部に幅狭く髄栽する、，将来高木，亜高木の：幼苗が生育し，森

林が形成されるにしたがい大：騒1に植栽されなくとも，それぞれの樹林固有の低木や華本植物が自

然に生育する、，さらに森林一環境保全林一形成地周辺にマント群落構成種や，低木層の陽生

樹種を植栽することが望ましい。敷地内中央や，事務所周辺などは箆た口に美しい造園的手法の

弓造りは費川に応じて広げてもよいが，敷地刷辺には立地に適したふるさとの森による環境保全

林が必要とされる。

　森林植生が草原，河辺，道路や裸地などの開放域と接するところにはつる植物や低木類を主な

構成種とする林縁植物群落が生育する。この林縁植物群落がマント群落Ma燕telgesellschaftとll乎

ばれる。マント群落の外縁に沿って帯状に生育する草本群落がソデ群落Saumgesellschaftと呼

ばれる。マント群落とソデ群落は，森林植生が部分的に破壊されたときに一時的に繁茂する自然

の治癒組織的性格のものであり，林縁に生育することによって森林植生の安定が保たれる。林縁

群落としてのマント群落とソデ群落が林内への強い直射目光の侵入や風の吹き込むのを防ぎ，機

能的に森林保護の役目を果す、，

　富津地区埋立地では森林形成予定地の圃辺部に風衝を避けるためにマント群落の設置が望まれ

る、，マント群落構成種としてはマサキートベラ群集構成種による生垣状密櫨が適している（P．

118）。

　多層の植物群落を形成している櫨生を保護管理する際に，安易に林内の下刈りを行なったり，

林縁植生の除去を行なってはならない。主体とする森林植生と開放域との接線は，ある一定の輻

（0．5～1m）でマント群落・ソデ群落を：発達させて，環境保全林の保護と，裾模様的美化をも

図る。

　植物はとくに生育期には土壌条件によりその生育が決定的に左右される。埋立地などの貧養，

乾燥のはげしい立地では森林形成に莫大な時間が必要とされる、，したがって，少しでも早く自然

に近い森林を形成するためには表土を復元し，森林の立地を形成することが必要とされる。
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　その際に山土を30～50c磁客土し，その上に耕土を20～30cm客土する。あるいは，植栽する

までに期間が1～2年余裕のある場合は，日：本の農村で古くから伝統的に用いられてきた稲ワラ

などを切り細くし，基盤となる層と混ぜ硫賓などを混合することにより土壌改良が行なわれる。

あるいは有機質系土壌改良剤（醸酵樹皮堆肥・ピートモス）などが役に立つ。特間の経過ととも

に立地を改良しながらその立地に合った樹種と生育状態がみられるが，植栽の初期に値物が生育

する環境を人為的に形成して時間的に早めることが可能である。

　　C．マウンド形成

　環境保全林形成の予定地の植え床については，排水を十分に考え，中央部を盛り上げたマウン

ド形式が理想的である、，表層土復元についてはP．117に考察されている，、高木層構成種のポット

苗植栽は主要樹の数種類を混植することが望ましい、，

　植栽後，土壌表門の蒸散作用を抑制するため敷きワラを敷く。これは蒸散作用を抑制するのみ

でなく，冬季の地面の呼唱，マウンドを形成した場合の斜面の土壌の流亡を防ぎ，雑草の発生を

抑え，将来は堆肥として土壌改善への効用も大きい。しかし敷きワラは強風に対して不安定なた

め，縄などで固定し飛散の防止も必要である。マウンドは台形よりもかまぼこ形の方が排水良好

で菌に対し良い生長をもたらす、，

　　d．植栽後の管理

　植栽後の管理は，灌水の必要はない。樹間がうっ閉するまでの聞の植栽後2～3年間だけは，

地表の空間の管理が必要とされる。年に1～2圏の除草で十分である。可能であれぽ，植栽後の

1～2年間に有機質肥料を加え生長を促進する。生長すると樹冠が密になり門内をうっ閉すると

微気侯が保たれ，林内での落葉の分解・還元，下水吸収の循環システムが成立し，要押した植物

群落を形成し確実に発達してゆく。
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お　わ　り　に

　富津を中心とする30km圏には三浦半島，募総半島西部，横浜，川崎，東京都南部が含まれる。

現在までにこのような広い地域の植生を比較研究された報告は東京湾沿岸の2kmについて報告

されているにすぎない。

　今圓の調査では広く植生の比較だけではなく，東京湾岸の埋立地における環境保全林形成に対

する諸提案が行なわれた。

　これらの調査結果をふまえて，間違いの少ない住民の生存環境の保全を前提とした環境創造，

環境保全に関係者が積極的に利用されるようにのぞみたい．

摘 要

　東京湾沿岸部に埋立てを行ない工場，発電所などの産業施設が設置，拡大されてから久しい。

　　　ふつ　つ
今回も富津地区を中心に新しく埋立てが進められてきている。新しい埋立地に対し自然を復元し，

建造物だけではなく，自然環境と調和した施設づくり，自然環境創造のための基礎調査資料とし

て，冨津地区を中心に半｛ヨ…30klnの範闘で1纏生1吾羅査が行なわれた。さらに鍔総半島について，

1972年来の植生調査資料との比較を行ない，植物社会学的立場から森林群落の検討が行なわれた。

富津を中心とする半径30km圏内の多彩な植生についてできるだけ細く植生調査が行なわれた。

　とくに富津地区を中心とする半径7km圏については縮尺1：10000で現存植生図，潜在自然植

生図が描かれた。半径30km圏については現存植生図とともに植生自然二二が，縮尺1：100000

で描かれた。

　植物群落については以下に示される。

1　コウキクサクラス

　　　コウキクサオーダー一

　　　　アオウキクサ群団

　　　　　イチョウウキゴケーウキクサ群落

H　ヒルムシロクラス

　　　ヒルムシロオーダー

　　　　ヒルムシロ群団

　　　　　ヒシ群落

珊　オカヒジキクラス

　　　オカヒジキオーダー

　　　　ホソバノハマァカザ群団

　　　　　ホソバノハマアカザーハママツナ群集
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W　タウコギクラス

　　　タウコギオーダー

　　　　スズメノテッポウ群団

　　　　　スズメノテッポウータガラシ群集

　　　　オオクサキビーアメリカセンダングサ群団

　　　　　ミゾソバ群集

V　ハマボウフウクラス

　　　ハマボウフウオーダー

　　　　コウボウムギ群島

　　　　　ハマグルマーオニシバ群集

　　　　　コウボウシバ群落

V［　ノイバラクラス

　　　トコロークズオーダー

　　　　ウツギ群団

　　　　　クズ群落

　　　　　メダケ群落

　　　　　ニワトコ群落

W未決定クラス

　　　ニシキウツギーヤシヤブシオーダー

　　　　ニシキゥッギーヤシャブシ群団

　　　　　ヤマハギーオオバヤシヤブシ群落

M旺　オノエヤナギクラス

　　　コモチマンネングサータチヤナギオーダー

　　　　タチヤナギ群剛

　　　　　タチヤナギ群集

　　　ヤシャブシーコゴメヤナギオーダー

　　　　フサザクラ群団

　　　　　タマアジサイーフサザクラ群集

D（　ススキクラス

　　　ススキオーダー

　　　　トダシバーススキ群団

　　　　　アズマネザサーススキ群集

　　　　　ススキ群落

　　　　　チガヤ群落



　　　シバスゲオーダー

　　　シバ群団

　　　　　シバ群落

X　ワダソーイソギククラス

　　　ハマボッスオーダー

　　　　ボタンボウフウ群団

　　　　　イソギクーハチジョウススキ群集

刃　シロザクラス

　　　ツユクサオーダー

　　　　カヤツリグサーザクロソウ群団

　　　　　カラスビシャクーニシキソウ群集

　　　　　コハコベーオオイヌノフグリ群落

　　　　　メヒシバーアキノエノコログサ群落

刈　ヨモギクラス

　　　ヨモギオーダー

　　　　チカラシバーヨモギ群団

　　　　　カラスノエンドウーヨモギ群落

　　　　　コヒルガオーセイタカアワダチソウ群落

　　　　　コアカソーイタドリ群落

　　　　　カラムシ群落

　　　　　シラネセソキュウーコアカソ群落

XI∬ヨシクラス

　　　ヨシオーダー

　　　　ヨシ群國

　　　　　シオクグ群集

　　　　　ガマ群落

　　　　　ウキ・ヤガラ堵洋落

　　　　　ヨシ群落

　　　　セリークサヨシ群幽

　　　　　セリークサヨシ群集

　　　　　ツルヨシ群集

X配ハンノキクラス

　　　ハンノキオーダー

　　　　未決定群団
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　　　　　クサヨシーハンノキ群i落

XV　ブナクラス

　　　コナラーミズナラオーダー

　　　　イヌシデーコナラ群鎖

　　　　　クヌギーコナラ群集

XM　ヤブツバキクラス

　　　シキミーアカガシオーダー

　　　　アカガシーシラカシ群団

　　　　　シキミーモミ群集

　　　　　ヒカゲツツジーヒメコマツ群落

　　　　　シラカシ群集

　　　　　イロハモミジーケヤキ群集

　　　　　ヤブコウジースダジイ群集

　　　タイミンタチバナースダジイオーダー

　　　　イズセンリョウースダジイ群団

　　　　　イノデータブノキ群集

　　　　　ホソバカナワラビースダジイ群集

　　　　シャリンバイーウバメガシ群団

　　　　　マサキートベラ群集

X畷未決：定上級単位

　　　クサギーアカメガシワ群団

　　　　ハゼーカラスザンショウ群落

　　　　フキーアカメガシワ群落

　　　　ミヤマカソスゲーアカメガシワ群落

　　　　ヌルデ群落

　　　　ツルナ群落

　　　　イソヤマテンツキ群i集

　　　　イワヤナギシダ群落

　　　　コマツヨイグサーネズミムギ群落

　富津地区周辺の現存植生図（30km圏）は，縮尺1：100000の小縮尺で描かれている。したが

って，厳密に細かい群落配分は示されない。自然植生についてはやや大き目に描かれている。房

総半島，三浦半島では，海岸沿いの丘陵地の神社林にヤブコウジースダジイ群集，ホソバカナワ

ラビースダジイ群集，イノデータブノキ群集が残されている。房総半島南部の元清澄山周辺には

横浜市，東京都，川崎市などではほとんどみられないシキミーモミ群集が分布している。現存植
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生図では房総半島の袖ヶ浦町，江見｝町，富津市，木更津市，君津市などに点在してこれらの常緑

広葉樹林の残存林分が示されている。三浦半島では逗子市，鎌倉市，横浜市，藤沢市に一部残さ

れているにすぎない。関東P一ム台地に広くみられるシラカシ群集は君津市に一部，さらに横浜

市，川崎市などの屋敷林にわずかに残されている。渓谷林を形成しているイロハモミジーケヤキ

群集は，富津市由畑～上山畑間セこ，三浦半島では逗子市，鎌倉市，横浜市の一部にみられる。ハ

ンノキ群落は，富津市に点在している。富津岬，脊堀海岸，鎌倉海岸などには砂丘植生がわずか

に残されている。

　海岸断崖地植生のイソギク一樹チジョウススキ群集は，三浦半島にみられるσウラギククラス

で代表される塩沼櫨生は小櫃川1【ll口，多摩川河口に残されている。代償植生は常緑広葉樹萌芽林

やクヌギーコナラ群集，オニシバジーコナラ群集などの落葉二次林が，スギ，ヒノキ植林ととも

にもっとも広くみられる。植林ではマテバシイ植林が房総半島，三浦半島にめだつ。集落周辺や，

ゆるやかな丘陵地，低山地では畑耕作が行なわれ，カラスビシャクーニシキソウ群集がみられる◎

沖積低地では水照耕作が広く行なわれ，ウリカワーコナギ群集で代表される水田雑草群落が生育

する。東京湾沿岸の埋め立て地では，工場が設置されていない立地に砂の動きを停止させるため

播種されたイネ科華実植物群落（コマツヨイグサーネズミムギ群落他）などが広がっている。自

然のまま放置されているところでは，イヌビエーオオクサキビ群落などの雑草群落が占めている。

　髄生自然度図では，自然度X～1に区分され示された。植生自然度X地域は自然草原植生がま

とめられ，三浦半島先端部の海岸断巌地謡生（イソギクーハチジョウススキ群集），多摩川，小

櫃川河口の塩沼植生（シオクグ群集など），富津岬，三浦半島，鎌倉海岸などの砂丘：植生（ハマ

ボウフウクラス）などが細い帯や小さい点で示される。埴生自然度眠の地域は神社，寺社の社叢

林，屋敷林などの常緑広葉捗琳やハンノキ群落が示される。植生自然度罹地域は常緑広葉樹萌芽

林が占める。さらに躍然度～qlはクヌギーコナラ群集，オニシバリーコナラ群集の夏緑広葉二次林

がまとめられ，虜総半島丘陵地斜面などに広くみられる。植生自然度VI地域は，韻林がまとめら

れ，二次子・萌芽林の櫃地域と接し広い面積を占めている。Vは，ススキ群落やアズマネザサー

ススキ群集など多年生高市草原がまとめられるが，三浦1三島では寓士山などをこまとめてみられ，

面積は広くないQ植生自然度W地域は，多年生低茎草原のシバ群落で代表されゴルフ場などが房

総半島に多い。彊，Hの地域は，髄生自然度1の住宅地・工場地に次いで広く，耕作地がまとめ

られ台地上あるいは低地の大部分を占めている。富津を中心とする30km圏は，きわめて人為的

影響が強く働き，自然植生が少ないことが植生自然玉虫より理解される。

　富津地区：7km圏の現存植生図からも同様に富津地区が人為的影響によりいかに自然植生が失

なわれているかが理解される。しかし，海岸の古い埋立地や新しい住宅地用の造成地を除き，内

陸部にはまだまだ日本人のふるさとの景観ともいえる田園景観が残されている。

　潜在自然植生図を基礎に埋立地の環境保全林形成の諸提案が行なわれた。

L　埋立地に植棘する際には，埋享坤の土壌が貧藁な砂土基撃であるため客土をし，マウンド形
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　成を行なう。

2．郷土種，とくにTab．71に示されるマサキートベラ群集構成種による海岸からの風衝をさえ

　ぎるマント群落，主要高木林を形成するイノデータブノキ群集やヤブコウジースダジイ群集，

　あるいはホソバカナワラビースダジィ群集の高木種を0．5～0，8mのポット苗で密櫨する（2～

　3本／m2）。

3．敷ワラにより蒸散作用を防止する。

　以上の具体的な提案も行なわれた。

　植生を生きた構築材料として新しく多彩で安定した生物的環境を創造するためには，対象地域

およびその周辺の植生を正しく把握し，潜在自然植生を判定すること，そして潜在自然植生図を

基礎図として確実にできるだけすみやかに多層群落の生物的自然環境を復元することが，現代に

生きる我々の課題である。
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Zusammenfassung

E・tl・・g　d・・Meere・ku・te　a・d・・B・・ht・・n　T・ky・i・t　seit　m。h，e，en　J。hrzeh。t。。。。。，、

L・nd・u・d・m　Mee・g・w・・n・・w・・d・・，　d・・a・f　w・・d・・F・b・ik，。，　K，。ftw。，k。。nd。nd，，e

I・d・・t・iea・1・g・…b・u・・G・g・nwa・・ig　i・・au・h　im　Bezi・k　F・…udi・L。・dg。wi。nung　im

Gange，　um　ein　neues　Kraftwerk　und　andere　Industrieanlagen　zu　errichten．

Es　s・11・n・・f　di・・e・…d・m　Mee・g・w・nn・n・n　L・・dfla・h・・j。d。。h。i，ht。。，　Kun、t、

b・・t・nent…h・・；・i・1m・h・w・11・・wi・mi・・11・・T・・k・af・・u・h・i…。u。1，b，ndig，　Umw，1、

schaffen．

Al・6k・1gi・che　G…dl・ge　zu・S・haff・・g・i…nat・m・hen　Umw，lt　w。，de　ei。　G，bi。t。。n

60km　D・rchmesser　um　F・tt・u　v・g・t・ti…kundli・h・・tersu・ht．　D。b。i　w。，d，。　eine　K。，t。

der・ea1・・V・g・…i・・u・d・i・・K・…d・・N・・蓑・li・hk・i・・g・ad・・d。，　V，g。・。，1。。　im　M。β、，。b

！・100000h・・g・・t・11t；i・・i・em　Umkrei・v・・！41・m　Durchmesse，　w。，d，。　die　real，。。d

auch（lie　potentielle　natUrliche　Vegetation　m6glichst　genau　kartiert．

　　Auf　Grund　von　Vegetationsaufnahmen　im　Ge1首nde　und　ansclユlieBender　Tabellenarbeit

w・・d・nf・lg・nd・Pfl・n・eng・・e11・ch・f…d・・un・ersu・h…A・ea1・i・・i。er　sy、・，m。、ischen
サ　コ

Ubersicht　zusammengestellt：

LLemnetea　W．KochetR．Tx．！954emOberd．1957
　　　　　Lemnetalia　W。K：ochetR．Tx．1954emOberd．！957

　　　　　　　Lemnion　paucicostatae　MiyawakietJ．丁廿xen！960
　　　　　　　　Rガ6‘∫06αη）z‘3〃α孟α7～5－A之。♂Zα勿z57・ゼ6磁α一Gesellschaft

『Potamogetonetea　Tx．et｝）rsg．！942

　　　　　potamogetonetalia　W．Koch1962

　　　　　　　potamogetonion　eurosi1）iricumW．Koch1926
　　　　　　　　　7．｝闇‘ψαブごψo〃ガα～一Gesellschaft

型．Salsoletea　komarovii・Ohba，MiyawakietTx．1973
　　　　　Salsoletalia　komarovii　Ohba，MiyawakietTx．1973

　　　　　　　Atriplicion　gmelinii　OhbaMiyawakietTx，！973

　　　　　　　　　AtriplicトSuaedetum　maritimae　MiyawakietOhba，M1969

w． Bidentietea　tripartitae　Tx．，LohmetPrsg．！950

　　Bidentietalia　tripartitae　Br3Bl．etTx．1943

　　　Alopecurion　amurensis　MiyawakietOkuda！972

　　　　　Alopecuro－Ranunculetum　scelerati　MiyawakietOi｛uda！972

V．Glehnietea　littoralisOhba，MiyawakietTx．！973

　　　　　Glehnietalia　littoralis　Ohba，MiyawakietTx．1973

　　　　　　　Caricion　kobomugi　Ohba，MiyawakietTx．1973



130

Wedelio　prostratae－Zoysietum　macrostachyae　Ohba，Miya－
　waki　et　Tx．！973

Cα7’θ認ヵ鋸ηz∫Zα一Gesellschaft

W．Rosetea　multiflorae　Ohba，MiyawakietT廿xen197！

　　　　Dioscoreo－Puerarietalia．　lobatae　Ohba1973

　　　　　Deutzio且。「enatae　OhbaetSugawara1980
　　　　　　　乃卿一α2一∫αZoわα如一Gesellschaft

　　　　　　　π6ガ。配85’z65∫〃π07zガゴーGesellschaft

　　　　　　　5α窺∂πα‘∫5ガ6みoZ読απα一Gesellschaft

V【1．Noch　nicht　bestimmte　Klasse

　　　　Weigelo－Alnetalia　firmae　OhbaetSugawara1979

　　　　　Weigelo－Alnion　firmae　OhbaetSugawara！979
　　　　　　　L碑）848潔6～coZo1－f．α6π彦〃bZゴ炉孟Zπzf∫語8みoZ4fαπα一Gesellschaft

～彊．Salicetea　sachalinensis　Ohba1973

　　　　Sedo＿Salicetalia　subfragilis　Okuda1978

　　　　　　Salicetum　subfr段gilis　Okuda1978

　　　　　　　Salicetum　subfragilis　Okuda1978

　　　　Alno－Salicetalia　serisaefoliae　Ohba！973

　　　　　Eupteleion　polyaadrae　Miyawakietal．1977

　　　　　　　HydrangeG　involucratae－Eupteletum　po】．yandrae　Miyawa－
　　　　　　　　ki，　Ohba　et　Murase！964

双，Miscanthetea　sinensis　MiyawakietOhba！970
　　　　Miscanthetalia　sinensis　MiyawakietOhba！970

　　　　　Arundinello－Miscanthion　sinensls（Suz．一Tok，etAbe！959）ex．
　　　　　　　Suganuma　1970

　　　　　　　Arundinario　chino－Miscanthetum　sinensisMiyawaki197！
　　　　　　　Mゼ∫6απ漉z‘3訪zθη∫ゴ∫一Gesellschaft

　　　　　　　伽zρ82一α診α復y痂z47煽ガ6αvar・々。εノz∫9だ一Gesellschaft

　　　　Car三cetaha　nervatae　Suganuma　1966

　　　　　Zoysion　laponicae　Suz．一Tok，etAbeI959ex．Suganuma！970
　　　　　　　Zの5fα」砂。π∫6α一Gesellschaft

X．Crepidiastro－Chrisantemetea　pacifici　OhbaetSugawara1977
　　　　Lysimachietalia　mauritianae　NakanishietH．Suzuk11975

　　　　　Peucedanion　japoaici「Ohba1970

　　　　　　　Chrisanthemo－Miscanthetum　condensati　Ohba197！

X【。Che蔦opodietea　Br．一BL！951



13．1

Commelinetalia　communis　M1yawakn969
　Cypero－Molluginion　strictae　Miyawaki1969

　　　Pinellio　ternatae－Euphorbietum　pseudochamaesyce
　　　　Miyawaki！969

　　　5観如・ガαη38読α一y81－o／zゴαり）6ノ福∫ゴ‘α一Gesellschaft

　　　1万9・露αノーゴααゐ68π487z3－5認αプガαノ詑∂θノ・トGesellschaft

瓢． Artemisietea　principis　MiyawaldetOkuda1972
Artemisietalia　principis　MiyawakietOkuda1972

　　Penniseto－Artemision　principis　Okuda1978
　　　　1・㌃‘∫α5彫）ゴz‘？73一ん・‘8／73ゼ5ゼαカブぽノκ4）5－Gesellschaft

　　　Bo8ん那6ノゴαノzψoπ07z掬α卜Gesellschaft

　　Noch　nicht　bestmmter　VerdaRd

　　　Cα4y5超9・如ん846ノーα68α一50あ4α90α臨55ガフノzα一Gesellschaft

　　　B・伽紹磁吻。α孟α一％聰侃・〃πα’吻4α‘・・7π心esellschaft

　　　んz98翫α1）04y77zo1ブ）加一Bo疏7π61・ゴα8γαo漉5－Gesellschaft

X孤．Pragmitetea　Tx．etPrsg．！942

　　　　　Phragmitetalia　eurosibiricae　Tx．etPrsg．1942

　　　　　　Phragmition　W．Koch1926

　　　　　　　　Caricetum　scabrifoliae　MiyawakietOhba1969
　　　　　　　　括帯αZα彦加Zガα一Gesellschaft

　　　　　　　　5ごゴψ㍑5／ZZf窃α’漉5－Gesellschaft

　　　　　　　　拓1一α8フ7z漉5αz‘5〃一α♂f∫一Gesellschaft

　　　　　　OenaRthojavanicae－Phalaridion　arundiIIaceae　Miyawaki　et
　　　　　　　　Okuda　！972

　　　　　　　　0enantho－Phararidetum　arundinaceae　Miyawaki　et　Okuda
　　　　　　　　　1972

　　　　　　　　Phragmitetum　japonicae　Minamikawa1963

XW．　AlIIetea　laponicae　Miyawaki，　K．　Fuliwara　et　Mochizuki　1977

　　　　　Alnetalia　iaponicae　Miyawaki，K．FujiwaraetMochizuki！977

　　　　　　　Noch　nicht　bestimmter　Verba簸d

　　　　　　　　盈αZαノーおノ砂。ノ．z露α一A♂7zz‘5ノψ07z沈佑Gesellschaft

XV．　Fagetea　crenatae　Miyawaki，OhbaetMurase！964

　　　　　Quercetalia　serrato－grosseserratae　Miyawakieta1．1971

　　　　　　　Carpinio－Quercion　serratae　Miyawakieta1．1971

　　　　　　　　Quercetum　acutissimo－serratae　Miyawaki1967

XM，　Camellietea　laponicae　Miyawaki　etOhba1963

　　　　　111icio－Querceヒalia　acutae　K．Fuliwara198！
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　　Quercioll　acuto－myrsinaefoliae　K，Fuliwara！98！

　　　　王llicio－Abietetum　firmae　Suz．一Tok196！

　　　　Rho4046π4ノ煽。πんεガ5ん6ゴー1％～～‘5カαプ惣ヴZo1一α一Gesellschaft

　　　　Quercetum　myrsinaefohae　Miyawaki！967

　　　　Aceri－ZelkovetumMiyawakietK．Fujiwara1970

　　　　Ardisio－Castanopsietum　sieboldii　Suz．一Tok．1952

Myrsino－Castanopsietalia　sieboldii　KFujiwara1981
　　Maesojaponicae－Castanopsion　sieboldii　Kl．Fujiwara1980
　　　　Polysticho－Perseetum　thunbergii　Suz♂Tok．！952

　　　　Arachniodo－Castanopsietum　sieboldii　Miyawakietal。197！

　　Rhaphiolepido－Quercion　phillyraeoidis　KFujiwara1981
　　　　Euonymo－Pittosporetum　tobira　Miyawakietal．1977

Xl贋．　Noch　nicht　bestimmte　h6here　Einheiten

　　　　　　Clerodendro－Mallotion　japonici　O｝ユba！970

　　　　　　　　Rhz‘55¢κ66磁アzθ¢魚8㍑ノ・ααど♂αノ～疏of465－Gesellschaft

　　　　　　　　島如腕83ブ妙。／zゴ6α品．4盆〃。’z‘5ノ砂。／z～ごα一Gesellschaft

　　　　　　　　Cα1一α4・Z勲・5オα吻αvar．ψ6・ノ・一ガノ7zα一M・〃・’・・5ノ・ψ・・融5－Gesellschaft

　　　　　　　　R1≧z‘5ノα汐α7zガ‘α一Gesellschaft

倫’1一α£oπぎζz’8‘ブαgo7zo乞46翫Gesellschaft

Fimbristyhdetum　ferrugineae　Ohba1970
Loxogramme　salicifolia－Gesellschaft
Oεπo‘ん61一α♂αご力磁孟αるoZ伽zクノ耀熔207一祝7ノトGesellschaft

　　An　hand　unserer　6kologischen　Grundlagen－Forschungen　im　Gelange　machea　wir　folgende

Vorschlage　zum　Aufbau　neuer　Umweltschutzwalder　auf　den　aus　dem　Meer　gewolmenel｝

Landfl装chen：

　　1．In　der　Umgebung　der　Kraftwerke　und　Fabriken　sollen　Damme　aufgeworfen　und　diese

　　　　mit　Mutterbode蔦abgedeckt　werden，

　　2．Die　Hauptarten　der　standortsgem諮en　potentiellen　natUrlichen　Gesellschaften，　die　sog．

　　　　Heimat－Arten　gemaB　Tab．71，　sollen　dicht　gepflanzt　werden（2－3　StUck／m2）．

　　3．Vom　Meer　zum　Binnenland　hin　sollen　der　potentiellen　nat銭rlichen　Vegetation　ent－

　　　　sprechende　B益umchen　von　O．5－0．8mH6he（gem鵠Tab．7！）gepflanzt　werden；diese

　　　　werden　zunachst　in　T6pfe　ausgesat　und　herangezogen；sie　werden　spater　noch　und

　　　　dicht　zusammenschlie£en．

　　4．Nach　der　Pflanzung　soll　der　Boden　mit　ReisstrOh　dicht　bedeckt　werden，　um　die

　　　　jungen　Baume　gegen　Trockenheit　und　Wuchem　des　Unkraut　zu　schUtzen　und　zugleich

　　　　de且Beden　zu：・verbessern．
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